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Ͳんな企業も࠷ॳは中小企業やϕンνϟーであった。ϗンμやιχー、日ཱなͲ、日本のઓ

後෮ڵを͑ࢧた企業は、ըظ的なイϊϕーγϣンを生みग़し、日本ࡁܦのߴ度をݗҾした。

Γ、現在もຫ৺することないようだ。こに直面しながら、多くの企業が生きػة度となくز

れらの企業の共通はԿか。৫にはੑ׳が働き、現ঢ়ҡ持のϕΫトϧが働くが、ͦ れに߅い、

ࣗ৫を変ֵし続けてきたことにある。h 失ഊの本࣭ （ɦ共ஶ、中公文ݿ）では、աڈのޭମ

代を͑てあらΏ࣌、らͣݶ事৫に܉。をࣔした܇にաద応することをආけよという教ݧ

る৫（ݸ人も）の題としてىこΓうることは、たͼたͼੈؒを૽がせるσータ改᜵、不正

ӅณなͲ企業の不事を見ても໌らかだ。

　不事をىこした企業は࣌代ޡࡨのܦӦを行っているわけではなく、ΉしΖ、࠷新のચ࿅さ

れたܦӦγεςϜを導入しӡ用している。しかし、ܦӦπーϧを用いた分析、ܭը、౷制がա

になΓ、目的化してしまう本సがىこっている。πーϧが理するのは数やσータで

あΓ、҉的・࣭的なものはൈけམちる。この数化の᠘、؍٬化のམとし݀については多く

の学ऀがࠂܯしているとおΓだ。Մࢹ化や定ྔ理をա度に現場に要求すると、ϚイΫϩϚω

ジϝントやظ的・き・ಠળߟࢥにؕΓ、現場のػಈ力が્される。લྫや׳習が༏ઌ

され、セΫγϣφϦζϜがຮԆし、失ഊをڪれઓすることがなくなってしまう。৫の活力

は失われ、イϊϕーγϣンによるࣗݾ変ֵのػӡは生まれにくくなる。

変化に応じてともに৫ΓなすӦҝでڥ、かう人ʑがӦとは、ະདྷをつくるՁにܦ　

あΓ、集߹的な「生きํ」がӨされる。զʑの知識理論は、҉知とܗ式知の૬ޓ変

による৫的イϊϕーγϣンϓϩセεを究するಈଶ理論である。知のݯઘは、҉知だ。ණ

式知もॆܗる҉知が๛かでなければ、ਫ面上の͑ࢧϞσϧでઆ໌されるように、ਫ面Լでࢁ

実することはない。ܗ式知ภॏのϚωジϝントでは、ҙຯや࣭をうことはできͣ、人ؒが本

དྷ༗している「野ੑ」やੑをྼ化させる。҉知を๛かにするためには、直ݧܦの࣭ྔ

を上͛るしかない。ͦれは、ମを持たないA*には不Մ能である。

Ӧ活ಈではさま͟まなໃ६に日ʑ直面するが、Ұ見૬するように見͑るೋ項は実は連続ܦ　

ମである。表的に事をとら͑、「あれか、これか」でͲちらかҰํを҆қにબするೋ項
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対ཱでは新しいՁをできない。「あれもこれも」と両極のೋ項の҉知もؚめ、異࣭

ੑと共通ੑにき߹うと、ೋ項のせめ͗あいから生じるۓ、౻ுや౻にみۤしΉ。しかし、

ͦのϓϩセεをやΓൈけば新たなฏを見ग़すセϨンσΟϐςΟに౸ୡできるのだ。これは「ೋ

項ಈଶ」によるࣗݾ変ֵ・ࣗݾӽである。ೋ項ಈଶܦӦは、いかなる࣌代においても、新し

いՁを集߹的にしながら生きっていくܦӦの「生きํ」をࣔす。ҎԼ、ೋ項ಈଶܦӦ

の要ఘをࣔしたい。

　まͣ、共通ળを掲͛ることで、ະདྷにかって、ೋ項ಈଶによるイϊϕーγϣンをཐટঢ়に

ແݶにۦಈできる。རݾを͑た共通ળは、৫やεςーΫϗϧμーを発的にಈͮػけ、ҙ

ຯやՁの共感でつながったݻڧな関ੑをߏஙする。また、ύーύε（存在目的）はઈ͑

。さないڐしく存在Ձをうので、現ঢ়にຬ足することをݫͣ

　ೋ項ಈଶのج൫は、直ݧܦを通じて֫ಘした҉知をଞऀと共༗する「共感」と「対」

にある。ݸ人の知を৫の知と変するഔମとなるのは、ೕࣇがとҰ৺同ମであるよう

に、ଞऀに全全ྶでΓきる「共感関」である。共感関をഔհに、直な対を行う

知的ίンόοトをܦて、新しいイϊϕーγϣンのछとなるίンセϓトが生まれる。役৬、৫、

ཱ場を͑て、֤ ʑが持っている҉知のԞఈにあるࢥいを言༿にしてͿつけ߹い、૬ޓに「こ

うとしか言͑ない」という「われわれのओ؍」を生するのである。京セϥのίンύ、ϗンμ

のϫイΨϠ、セϒン・イϨϒンのνーϜ.%なͲは知的ίンόοトの場である。集うϝンόーは

異࣭で多༷である΄うが、౻やিಥが生じ、ৗ識を͑る新しいͿ発が生まれやすい。

　また、ҙຯをޠる「φϥςΟϒ（ޠΓ）」は、ࡢ今、数化・ه号化がਐΉઓུを人ؒに

औΓすことができる（「ώϡーϚφイジンά・εトϥςジー」）。事実やσータをཏྻするઓུは、

ओ؍にૌ͑ͣ行ಈをݺͼىこさない。ҼՌやҙຯをޠるφϥςΟϒは、ଞऀやঢ়گと૬࡞ޓ用

しながら、文຺に応じて共していくΦーϓンΤンドのμイφϛοΫ・ϓϩセεであΓ、定

外のঢ়گに対応できる的ϓϩセεである。

　この100年でՊ学技術は大きくਐาし企業のܦӦ活ಈも༷変わΓした。しかし、ܦӦが人ؒ

によるӦҝであることに依વ変わΓはない。共通ળを֚ܗ化させないため、理ओٛ的ϓϥά

ϚςΟζϜを実ફしなければならない。ͦのためには、全員ܦӦによってҰ人ͻとΓのજ在能

力をղ์し、ࣗ分ࢄ的に知を৮発し、૯݁集するのである。トοϓがࣔす理とϑϩントが

直面する現場・現・現実のໃ६をϛドϧアοϓμンによるೋ項ಈଶで૰߹する。現実に、

ઈ対的な正ղはない。ະདྷは定外の連続であΓ、Ұൠ的なݪ理ݪଇにཔるのではなく、ಈく

現実の中で「ًかしい失ഊ」をྭし、ࢼ行ޡࡨしながらલਐし、ͦ の都度の࠷ળ（よΓળい）

をແݶに目ࢦし続けるのである。人ؒらしいઓུをޠΓ、共通ળにかう産官学ຽのεΫϥ

Ϝをみ、野ੑ的に実ફするೋ項ಈଶܦӦでしͿとくࣗݾ変ֵし続けていけるか、これからが

ͦの正೦場である。


